
北朝鮮人権侵害問題啓発週間
～北朝鮮による日本人拉致問題～

河内署警備課からのお知らせ 令和７年12月

■ ｢北朝鮮人権侵害問題啓発週間｣が定められた経緯
○ 日本政府は、日本人行方不明事案について、当局の捜査や亡命北朝鮮工作員の証言により、
北朝鮮による拉致の疑いが濃厚となった、平成3年(1991年)以来、北朝鮮に対して機会ある
ごとに拉致問題を提起し、平成14年(2002年)9月、第1回日朝首脳会談で北朝鮮が日本人拉致
を認め、同年10月に5人の拉致被害者が帰国したものの、残りの安否不明の方々については
北朝鮮当局から納得のいく説明がなされていない状況が続いている。

○ 日本政府は、このような北朝鮮当局による人権侵害問題に対し、国民の認識を深めるとと
もに、国際社会と連携しつつ北朝鮮当局による人権侵害問題の実態を解明し、その抑止を図
るべく、平成18年(2006年)6月に、｢拉致問題その他北朝鮮による人権侵害問題への対処に関
する法律｣を施行し、国及び地方公共団体の責務等を定めるとともに、毎年12月10日から16
日までを、｢北朝鮮人権侵害問題啓発週間｣と定めたものである。

■ 拉致被害者の現状
○ 政府による拉致認定事案は12件17名､警察が拉致と判断した事案は13件19名(下枠のとおり)。

1974年6月
姉弟拉致容疑事件

高敬美さん (当時7歳）

高剛さん (当時3歳)

警察は所要の捜査を経て、姉
弟の失踪が北朝鮮による拉致
容疑事案と判断している。
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～ 拉致被害者の現状 ～
【帰国(5名)】

⑥ 地村保志、地村富貴恵
⑦ 蓮池 薫、蓮池祐木子
⑨ 曽我ひとみ
【北朝鮮が死亡を主張(8名)】
③ 横田めぐみ
⑤ 田口八重子
⑧ 市川修一、増元るみ子
⑩ 石岡 亨、松木 薫
⑪ 原
⑫ 有本恵子
【北朝鮮が入境を否定(4名)】
① 久米 裕
② 松本京子
④ 田中 実
⑨ 曽我ミヨシ
【警察が拉致と判断(2名)】

⑬ 高敬美、高 剛

■ 北朝鮮人権侵害問題啓発週間での主な取組み
【日本政府の取組】
○ 小冊子、ポスターの配布、拉致問題啓発映画、アニメの上映、舞台劇の
公演、各種研修会等への職員派遣、北朝鮮向けラジオ放送、｢拉致問題に
関する中学生サミット｣の開催等。

【河内署の取組】
○ 警察施設・行政機関・公共交通機関・商業施設等へのポスター掲示、外

国人雇用企業・語学学校等への啓発ビラの配付等。
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